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◇市報は⚕日・⚒⚐日（⚑月と⚑⚐月は⚑日・⚒⚐日）、市議会だよりは⚑・⚔・⚗・⚑⚐月の最終日曜日に発行します。新聞折り込みのほか、
市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。
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　小平は、昭和37年に市となり、平成24年には市制施行50周年を迎えます。
　新しい市史の発行に向け、市では、昨年度から市史編さんを行っています。「小平町誌」や「小平市三
〇年史」の成果を踏まえ、その後に発見された史料や研究成果および新たな聞き取り調査などを反映す
る方針です。また、小平の歴史や文化についてあらためて市民生活の目線に立ち、全面的に書き換えた
「小平市史」とし、市民の皆さんに広く親しんでもらうための編さん作業を進めています。
　今回は、市史編さんがどのように進められ、何を目指しているのかを紹介します。
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　今まで培った力を生かして、市史編さん
に役立て、自分たちの地域理解になるなら
ば自分たちも参加したいという声があが
り、さまざまな連携を始めています。

　市長が本部長となり、平成20年から市史編さん推進本部を設置して
います。今回の市史は、考古・自然・民俗編、近世編、近現代編の⚓冊
を予定し、市民や有識者からなる市史編さん委員が調査・研究の進め
方や編さん物の内容の検討を行っています。また、調査専門委員が聞
き取り調査などを行っていますので、ご協力をお願いします。

　遠くまで響き渡る太鼓やかねの音
で、「今日は祭りだ」と気づく方も多
いことでしょう。このお 囃  子 は鈴木

はや し

ばやしと言い、江戸時代の弘化年間
（1844～1847）、鈴木新田（現在の鈴
木町）の深谷定右衛門が、江戸近郊

から伝えてきたものだといわれています。
　鈴木ばやしは、昭和⚔⚕（1970）年に市の無形民俗文化財に指
定されてから、今年で⚔⚐年を迎えます。年間⚕⚐回ほど、市内の
祭りや各種イベントで演じられています。
　その名の通り、もともと鈴木新田の人々が演じていたそうで
すが、文化財指定の折に鈴木ばやし保存会が結成されました。
現在は、小平市内全域、昔からの住民も新たに越してきた住民
も分け隔てなく会員になることができ、市民のお囃子として愛
されています。
　元日には武蔵野神社境内で、市民どうしの心を結ぶお 囃  子 が

はや し

演じられます。ぜひ、ご覧ください。

予定する刊行物
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市
史
編
さ
ん
の
活
動

　人も土地も同じで、歴史や由来を知り、理
解が深まるほど相手とのきずなが強まるの
ではないかと考えています。市史編さんへ
のかかわりが市民の「こだいら」を愛する気
持ちをよりいっそう深めるのに少しでも役
立ってくれるのを願っています（中山光弘）。

　小学校⚖年間を小平で過ごし、関西に戻っ
ていましたが、まさかこの町で子育てをする
ことになるとは。あれから⚑⚑年。市史編さ
んに携わり、子ども時代の記憶に加え、さら
に昔の情景を重ねながら、第⚒の故郷小平を
行きつ戻りつ歩いています（砥上美也子）。

　小平に住んで⚒⚕年。人生のうちで一番長
く暮らしたこの地の事を、より深く知りたい
という思いが年々強くなります。古文書の
釈文など、基礎資料作りの作業をしながら、
遠い昔、荒地を切り 拓 き、農地を造り続けた

ひら

先人たちに思いをはせています（羽山淳子）。
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※上記の刊行物のほかに、図書館でも市史に関する
刊行物を多数発行しています。
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◆資料・情報提供のお願い
　小平の歴史に関する資料や情報を集めています。古文書や
写真、ちらし、ポスターなどの資料や小平の歴史に関する情
報をお寄せください。

企画政策部市史編さん担当
〒⚑⚘⚗−⚐⚐⚓⚒　小川町二丁目⚑⚓⚒⚕番地　中央図書館⚒階
☎⚐⚔⚒（⚓⚔⚑）⚒⚓⚒⚔
死da0050@city.kodaira.lg.jp

　小平での生活に関する市
民の逸話や専門委員の調査
結果などを「市史編さんこ
ぼれ話」としてお知らせし
ています。昔の小平の体験
談や思い出、実は小平には
○○があったなど、豆知識
が詰まってい
ますので、ぜ
ひ、ご覧くだ
さい。

〈例えば〉
毅鈴木町に範多農園という
有名な施設があった
毅小平はスイカの名産地だ
った　ほか

市史編さんこぼれ話は、市政
資料コーナー（市役所⚑階）
および小平市ホームページで
ご覧になれます。
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現
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き
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て
お
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象
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エ
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ド

　

節
分
の
夜
ỏ
一
般
の
家
庭
で
は
豆
を
ま
い
て
家

か
ら
鬼
を
追
い
払
う
が
ỏ
逆
に
ỏ
鬼
を
招
く
所
作

を
す
る
家
が
市
内
に
数
軒
あ
り
ま
す
Ố
そ
の
う
ち

の
一
軒
の
奥
さ
ん
に
伺
ỳ
た
と
こ
ろ
ỏủ
鬼
は
よ

そ
の
家
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
か
わ
い
そ
う
な
の
で

招
い
て
い
る
Ứ
と
い
う
こ
と
で
し
た
Ố
こ
こ
ま
で

は
全
国
的
に
も
よ
く
あ
る
説
明
な
の
で
す
が
ỏ
奥

さ
ん
は
さ
ら
に
続
け
て
ủ
私
は
こ
の
家
に
嫁
い
で

き
た
が
ỏ
姑
か
ら
何
一
つ
嫌
な
こ
と
を
さ
れ
な
か

ỳ
た
Ố
も
と
も
と
ỏ

よ
そ
の
家
の
者
で
あ

る
嫁
の
私
に
対
し

て
ỏ
姑
は
優
し
く
迎

え
入
れ
て
く
れ
た
Ố

だ
か
ら
私
も
自
分
の

嫁
に
は
優
し
く
接
し

て
い
こ
う
と
心
が
け

て
い
る
Ố

　

そ
の
よ
う
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持

ち
の
家
だ
か
ら
こ

そ
ỏ
こ
の
行
事
が
今
で
も
続
い
て
い
る
の
だ
ろ

う
Ứ
と
い
う
こ
と
で
し
た
Ố
昔
か
ら
伝
わ
る
風
習

で
も
ỏ
た
だ
何
と
な
く
続
け
て
き
た
わ
け
で
は
な

く
ỏ
そ
の
家
柄
・
土
地
柄
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
ỏ
気
づ
か
さ
れ
た
話
で
し
た
Ố

飯山達雄さん寄贈写真より

　　小平市史（⚓冊）（平成24年度）
　　考古・自然・民俗編、近世編、近現代編
　　小平市史別冊（⚒冊）（平成24年度）
　　図録、写真集
　　小平市史付編（⚒冊）（平成25年度）
　　索引、年表
　　小平市史料集　近現代編（⚕集）
　　（平成21～23年度）
　　市史研究（⚖冊）
　　（平成20～25年度）
　　小平市史概要版
　　（平成26年度）

全編のイメージ

模　型　造　り
　職業訓練大学校の先生の指導で、学生と市民
が連携し、玉川上水の取水口の一つである小川
分水の 樋  口 の模型、小川村開村当初である延宝

とい ぐち

⚒（⚑⚖⚗⚔）年ごろの小川村の町並みの模型を作成
しています。

　小平アーカイブスの会の協力により、明治時
代の公図から村単位および小平村全体のデジタ
ル画像を作成しています。

図面のデジタル化

　小学校資料調査時の市史編さんに関する臨時
授業、中学校の小平市教育研究会での研修・広
報活動、武蔵野美術大学との市史編さん関係出
版物のデザインと小平の地域特性の研究など、
多岐に渡り連携しています。

学校との連携

現在の主な活動内容
○史料の調査・研究
○古文書および公文書の収集・整理
○関係団体との連携・情報発信
○刊行物の編さん

※平成20年度の事業
報告、平成21年度の
事業計画は市政資料
コーナー（市役所⚑
階）および小平市ホ
ームページでご覧に
なれます。
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⚑
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